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食
育
・
地
産
地
消
と
は
？

　

私
た
ち
は
、
日
々
忙
し
い
生

活
を
送
る
中
で
、
毎
日
の
食
の

大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
最

近
で
は
朝
食
を
食
べ
な
い
人
の

増
加
や
不
規
則
で
偏
っ
た
食
事

に
よ
る
肥
満
、
生
活
習
慣
病
の

増
加
、
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
な

ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
食
べ
る

こ
と
を
通
じ
て
心
や
身
体
の
関

係
に
つ
い
て
考
え
、
健
全
な
食

生
活
を
実
践
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
食

育
」
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

一
方
、「
地
産
地
消
」
と
は
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地

元
で
消
費
す
る
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
食
に
対
す
る
安
全
・

安
心
志
向
が
高
ま
っ
て
お
り
、

「
地
産
地
消
」
を
実
践
す
れ
ば
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
の
で
、

安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
農
林
水

産
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
経
済
の
活
性
化

と
な
る
こ
と
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
生
産
者
と
消
費
者
が
直

接
交
流
で
き
る
こ
と
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
産
地
消
」
は
、
地
場
産

品
の
消
費
拡
大
と
い
う
面
だ
け

で
な
く
、
健
全
な
食
生
活
の
実

現
や
伝
統
的
な
食
文
化
の
継

承
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
〝
食
〟

教
育
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割

を
持
っ
て
お
り
、「
食
育
」
と

密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
「
食
」
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
は
「
食
育
基
本
法
」
を
制
定
し
て
、
食
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
で
も
食
育
に
関
す
る
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
食
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

市
農
政
水
産
課　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　

市
健
康
増
進
課　

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　

市
学
校
教
育
課　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
７

子
ど
も
た
ち
の
食
の
現
状

　

子
ど
も
た
ち
の
食
育
は
、
心

と
身
体
を
形
成
す
る
過
程
で
と

て
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
現
代
の
子
ど
も
た

ち
の
食
生
活
は
、
朝
食
を
食
べ

な
い
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の

摂
取
量
が
多
い
な
ど
乱
れ
て
き

て
い
る
ほ
か
、
核
家
族
化
に
よ

る
孤
食
や
子
食
（
子
ど
も
だ
け

の
食
事
）
の
増
加
な
ど
が
み
ら

れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
過
ぎ
、

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
不
足
、
食
事

マ
ナ
ー
の
欠
如
な
ど
多
く
の
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
い
じ
め
な

ど
は
単
な
る
「
心
」
の
問
題
で

は
な
く
、
そ
の
発
生
源
は
環
境

と
身
体
に
あ
り
、
特
に
身
体
を

作
っ
て
い
る
食
生
活
に
目
を
向

け
な
け
れ
ば
根
本
的
な
解
決
策

を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

心
の
発
達
に
は
、
幼
少
期
か

ら
の
食
生
活
に
お
い
て
、
幅
広

い
豊
か
な
体
験
を
積
み
重
ね
、

脳
に
良
い
刺
激
を
与
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

食
育
の
「
５
つ
の
力
」

　

子
ど
も
の
と
き
か
ら
、
食
事

の
楽
し
さ
や
正
し
い
知
識
を
学

び
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

食
育
で
、
５
つ
の
力
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
食
べ
物
を
選
ぶ
力

　

体
に
必
要
な
食
べ
物
を
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
食
べ
物
の
味
が
分
か
る
力

　

食
べ
物
の
味
を
知
り
、
そ
の

本
来
の
味
わ
い
な
ど
が
わ
か

る
感
覚
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

③
料
理
が
で
き
る
力

　

料
理
や
食
材
へ
の
興
味
、
も

の
を
作
る
楽
し
さ
な
ど
を
育

み
ま
し
ょ
う
。

④
食
べ
物
の
命
を
感
じ
る
力

　

自
然
の
恵
み
で
健
康
が
維
持

さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

⑤
元
気
な
体
が
わ
か
る
力

　

自
分
の
体
が
健
康
で
元
気
な

状
態
を
知
り
、
そ
れ
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
食
育

　

こ
れ
か
ら
の
食
育
は
学
校
な

ど
だ
け
で
な
く
、
家
庭
・
地
域

も
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
心
を
育
て
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

①
家
族
で
食
卓
を
囲
み
、
食
べ

る
楽
し
さ
や
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
朝
食
を
欠
か
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
買
い
物
や
料
理
な
ど
子
ど
も

に
手
伝
い
を
さ
せ
て
、
喜
び

や
自
信
を
持
た
せ
ま
し
ょ

う
。

④
食
べ
物
や
生
産
者
に
感
謝
し

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

Interview
　現代の日本は、飽食の時代から崩れた食生活が身体に悪影響を及ぼす崩食の時代に
なりました。現在、食育に対する活動は高まっていますが、長く習慣化された日常の
食事を切り替えることは非常に難しいことです。食育は、家族で「早寝早起き」「朝食
を食べる」ことを実践することがまず大切です。
　食育で重要なのは、
１．常識　　　　　　･･･　三食しっかり食べる
２．礼儀・マナー　　･･･　特に幼児期が大切（しつけ）
３．報恩　　　　　　･･･　ご恩を知る（親、農家など）
４．感謝　　　　　　･･･　ありがとう（食事の挨拶）
の４つであり、これらのことを家庭で行動に移すことです。食育は誰のものでもなく、
あなた自身のためなのです。

　今、日本は急激な「少子高齢化社会」となっており、生活習慣病を予防することが国民的な課題となっています。
そのためには「日本型食事」を実践し、お茶も自分でいれて飲みましょう。そうすることで、家族のコミュニケー
ションも生まれます。
　また、鹿屋市は、地元鹿児島の代表的な食材の生産地です。鹿児島の土と水と人が育てた農産物を積極的に利用
し、家族みんなで味わいましょう。さらに、子育てしていく中で、鹿児島の食材や食べ方、特に伝統食がまだまだ
伝えられていないため、これらを親から子へ子から孫へ伝えていかねばなりません。子どもたちには、お手伝いや
体験学習をさせて「心と体に栄養」を与え、食の乱れに注意してください。食の原点は家庭にあるのです。
　食育とは、健康や安心・安全を目的とした狭い「食育」だけではなく、人間と人間を結ぶ～誰とどのようにして
楽しく食べるか～精神的満足や心の豊かさも含めた広い「食育」なのです。

かのや “食” と “農” 交流推進計画
策定協議会会長

福司山　エツ子 さん
（鹿児島女子短期大学名誉教授）

インタビュー

特 集
家庭や地域が一体となって“食育”に取り組みましょう !! 家

庭
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

〝
食
育
〟
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
!!

家
庭
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

〝
食
育
〟
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
!!

�



45

　鹿屋市においては、これまで教育分野・健康福祉分野・農政分野それぞれで、食育・地産地消に関するさ
まざまな取組を行ってきました。今後、さらに推進していくためには、多様な関係者が連携・協力して取り
組んでいくことが必要です。そこで、各分野で行われている事業を体系的に取りまとめ、関係機関が連携し
て取り組めるような体制を確立するために、「かのや “食” と “農” 交流推進計画（仮称）」を策定すること
になりました。
　現在、計画策定にむけて、策定協議会及びワーキンググループを設立し、各分野の専門家が集まって話し
合いを進めています。

食育に関する鹿屋市の取組

　栄養士又は管理栄養士の資格を活かし、市の保健
事業をサポートしています。
　乳幼児健診での離乳食指導、特定健康診査・長寿
健診後の栄養相談など、ライフステージに応じた様々
な食生活改善指導を行っています。

　市食品衛生協会は、食品に関する業態の人が集い、
食中毒等の事故を防ぐ事業を行っています。
　衛生的な食品を提供し、消費者の健康を保護しま
す。
※食品衛生協会は、日本食品衛生協会を中心に全国
に59支部（都道府県、指定都市）・758支所（保
健所管内）が設置されています。

　食農教育活動「あぐりスクール」を開校しています。
　食と農を通じて、子どもたちに次のことを伝えて
いきます。
☆命の尊さ　　　　☆感謝の気持ち
☆食べる喜び　　　☆農業のすばらしさ
☆地域の食文化　　☆ふるさとのすばらしさ
※ 第 1回は、昔ながらの手植えによる “田植え体験”
を行いました。

　学校給食への地場産物の活用や郷土料理の活用に
取り組んでいます。
　また、栄養バランスのとれた献立で健康な体を作
るとともに、子どものころから規則正しい生活リズ
ムが身につくよう「早ね・早おき・朝ごはん」運動
などにも取り組んでいます。

「早ね・早おき・
朝ごはん」運動
ロゴマーク

学校給食展の様子

　子どもから高齢者までが健全な食生活を実践できる
健康で質の高い社会を目指し、幅広く食育活動を行っ
ています。
　地域で、「親子料理教室」や「男性料理教室」等を
開催し、地産地消や郷土料理の継承に取り組んでいま
す。

親子料理教室の様子

男性料理教室の様子

　様々な農業体験を通じて、食べ物の大切さなどを
教えています。
※ 鹿屋農業高校の「ふれあい農園」で、サツマイモ
の苗植え体験を行いました。

先生に教わった
とおりに植えま
した。

もうすぐ秋の収穫
です。大きなお芋
がとれるといいな♪

１．食事はまず、３つの器（主食・主菜・副菜）できちんと摂りましょう。

主　食
炭水化物などの供給源である
ごはん、パン、麺類などを主
材料とする料理

主　菜
タンパク質の供給源である肉、
魚、大豆、大豆製品などを主材
料とする料理

副　菜
ビタミン、ミネラル、食物繊維など
の供給源である野菜、いも、豆類（大
豆を除く）、きのこ、海藻などを主
材料とする料理

２．適正体重の確認で肥満予防に努めましょう。
ＢＭＩ（体格指数）を知っていますか。ＢＭＩとは、肥満の判定に用いられる指数です。
自分のＢＭＩを計算してみましょう。そして、ＢＭＩが 25 を超えないように生活習慣を見直しましょう。

ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
18.5 未満　　　　   →　やせ
18.5 以上 25 未満　→　標準
25 以上　　　　　  →　肥満

ＢＭＩが・・・

※もっとも疾病の少ないＢＭＩは 22 と言われており、このときの体重が標準体重です。

１回の食事で「主食」「主菜」「副菜」をそろえることで、栄養バランスが良くなります。

３．安心安全で新鮮な地元の食材でおいしい食事をしましょう。
　地元の食材は、おいしさや鮮度はもちろん、生産者と消費者の顔が見える安心安全な食材です。新鮮
で栄養価の高い旬の地域食材を活用し、伝統的な食文化を守ることは食生活の改善を通じた健康づくり
にもつながります。家庭や地域が一体となって、食育と地産地消に取り組みましょう。

＋

※鹿屋市健康づくり推進市民会議とは･･･ 健康づくりの関係機関の代表者がボランティアで集り、
市民主体の健康づくりを推進する会議です。

特 集
家庭や地域が一体となって“食育”に取り組みましょう !!

お気軽に
ご相談ください

食生活改善推進員連絡協議会市立幼稚園協会

鹿屋市食品衛生協会 在宅栄養士会

ＪＡ鹿児島きもつき肝属地区学校栄養職員連絡協議会

みんなで食育・楽しく食育
～鹿屋市健康づくり推進市民会議栄養食生活班の食育活動を紹介します～

食育と生活習慣病は密接な関係があります
～生活習慣病予防のために、食生活を見直しましょう～

乳製品や果物をプラスするとさらに充実

「みんなのよい食プロジェクト」
シンボルマーク：笑

え み

味ちゃん
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月
１
日
・
２
日
の
２
日

　
　

間
、「
か
の
や
夏
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
は
、
前
夜
祭
と
し
て
ア

ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
で
「
綱
引

き
大
会
」
な
ど
が
、
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
で
は
「
ア
ー
ム
レ

ス
リ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
日
は
、「
納

涼
花
火
大
会
」
も
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
約
４
０
，
０
０
０
人
の

観
客
は
、
夜
空
を
彩
る
約
４
，

５
０
０
発
の
花
火
に
酔
い
し
れ

ま
し
た
。

　

２
日
は
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
前
の
肝
属
川
を
中
心
に
「
タ

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
開
催

さ
れ
た
ほ
か
、市
街
地
で
は「
総

踊
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
踊
り
連
、40
チ
ー
ム
約
２
，

３
０
０
人
の
参
加
者
は
、
ハ
ン

ヤ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
威
勢

の
良
い
踊
り
で
、
見
物
客
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
暑
い
夏
で
し
た
。そ
し
て
、今
年
も
夏
祭
り
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
各
地
域
の
祭
り
の
様
子
を
写
真
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
　

良
町
で
は
、
８
月
８
日
、

　
　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、「
２
０
０
９
串
良
町
夏

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
中
央
商

店
街
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

踊
り
連
や
舞
台
踊
り
、
太
鼓
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
花

火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
を

訪
れ
た
観
客
は
祭
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
　

平
町
で
も
、
８
月
８
日
・

　
　

９
日
の
２
日
間
、「
美
里

あ
い
ら
夏
祭
り
」
が
開
催
。　

８
日
は
雨
の
中
、
商
店
街
を
お

神
輿
が
練
り
歩
い
た
あ
と
鵜
戸

神
社
境
内
で
演
芸
大
会
が
行
わ

れ
、
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
花
火
大
会
が
行
わ

れ
、
約
４
，
０
０
０
発
の
花
火

が
夜
空
を
彩
り
、
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

北
町
で
は
、
８
月
29
日
に

　
　
「
輝
北
夏
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
、
会
場
で
は
、
歌
や
保
育

園
児
に
よ
る
踊
り
、
太
鼓
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

は
恒
例
の
花
火
も
打
ち
上
げ
ら

れ
、
夜
空
を
彩
る
花
火
を
見
な

が
ら
会
場
は
大
き
な
歓
声
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

7

　
　

良
町
で
は
、
８
月
８
日
、

　
　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、「
２
０
０
９
串
良
町
夏

6

８串吾輝
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　市では、高齢者に在宅で自立した快適な生活を送っていただくために、様々な高齢者福祉サービ
ス事業を行っています。
　そこで、市が行っている主な高齢者福祉サービス事業を紹介します。ぜひ、ご利用ください。

【問い合わせ・申請先】　市高齢福祉課　☎ 0994-31-1116
　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  各総合支所市民生活課　　　　

事業名 サービス内容

高齢者等訪問給食サービス
事業

在宅の高齢者等の家庭で日常生活を営むのに支障のある人に対し、昼食・夕食の
配食を行います。
※日曜日、年末年始を除く

はり・きゅう施術料の助成
市が指定する施術院でのはり・きゅう施術にかかる料金を、１回につき 500 円、
年に 30 回まで助成します。
※利用券の紛失等による再交付はできません。

敬老バス乗車賃の助成
市内のバスを利用する高齢者に対し、IC バスカード購入額の１／２の額（年間 5,000
円を限度）を助成します。
※ IC バスカードの紛失等による再交付はできません。

高齢者等生きがい対応型デ
イサービス事業

デイサービスセンターにおいて、利用者の希望及び身体の状況に応じ、日常生活
動作訓練、創作活動等のサービスを週１回を限度に提供します。
※日曜日、年末年始を除く

紙おむつの支給

在宅の寝たきり及び認知症の高齢者等でおむつを必要とする人を介護している人
に対し、１か月当たり下記のいずれかを支給します。

高齢者及び障害者住宅整備
資金貸付事業

高齢者又は障害者と同居する親族並びに障害者本人に対し、専用居室等を増改築・
改造するために必要な資金の貸付を行います。

徘徊高齢者位置探索システム
端末機貸与事業

【サービス内容】
　認知症の高齢者が徘徊した場合に、
その居場所を発見できる端末機を貸与
します。

【対象者】
　市内に居住しており、徘徊のみられ
る認知症の高齢者と同居している人

【利用者負担金】
　捜索にかかる経費
　※ 初期登録料および付属品代、月額

基本料については市が負担
【申請に必要なもの】
　申請書

高齢者日常生活用具給付事業
【サービス内容】
　日常の生活を支援するため、在宅の高齢者に日常生活用
具を給付します。

【支給品目】
　火災警報器、自動消火器、電磁調理器

【対象者】

【利用者負担金】
　世帯の前年度所得税額によって決定
　※生活保護世帯、所得税非課税世帯は無料

【申請に必要なもの】
　申請書、所得税額のわかる書類

緊急通報体制等整備事業
【サービス内容】
　在宅の単身高齢者等が病気やその他の緊急事態に迅速
に対応できるように緊急通報装置（通話式インターホン・
緊急電話）を給付又は貸与します。
●通話式インターホンを支給する場合

【対象者】
○ 概ね 65 歳以上の単身世帯等で安否の確認を行う必要

がある人
○ 子機の設置に賛同する協力者がいる

人
　（親機と子機の設置距離 20 ｍ以内）

【申請に必要なもの】
　申請書（協力者の署名、捺印のある
もの）、印鑑
●緊急通報装置を貸与する場合

【対象者】
○ 65 歳以上の単身世帯
○突発的に危険な症状の発生する疾病を有する人
○ 通話式インターホンの設置が困

難な人
【利用者負担金】
　使用料の半額

【申請に必要なもの】
　申請書、医師の診断書、印鑑

高齢者生活援助活動事業
【サービス内容】
　週１回２時間以内で食材等の買い物、
寝具類等大物の洗濯及び日干し、家屋内
の整理整頓、健康管理に関する助言、栄
養管理に関する助言等、軽易な日常生活
上の援助を行います。
※土・日・祝日、年末年始を除く

【対象者】
　概ね 65 歳以上の単身世帯及び高齢者
世帯で、日常生活を営むのに援助が必要
な人
※ 介護保険法による認定の結果、要介護

又は要支援となった人を除く
【利用者負担金】
　１時間 80 円

【申請に必要なもの】
　申請書

フラット型 100 枚 尿取りパッド 150 枚
パンツ型（Ｍ） 30枚 はくパンツ（Ｍ） 20枚
パンツ型（Ｌ） 26枚 はくパンツ（Ｌ） 18枚

貸付金額 一世帯あたり限度額 150 万円以内
利　　息 無利子
償還期間 10年以内

火災警報器
自動消化器

概ね65歳以上の所得税が非課税である世帯に属
する寝たきり高齢者や単身世帯等

電磁調理器 概ね65歳以上であって、心身機能の低下に伴い
防火等の配慮が必要な単身世帯等

徘徊高齢者位置探索
システム端末機 電磁調理器 自動消化器火災警報器

通話式インターホン

緊急通報装置
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健やかで
安心できる
生活を送るために

●その他の高齢者福祉サービス事業

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



〜
健
診
期
間
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
〜

特
定
健
康
診
査
を
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

メタボ
 シリーズ③病

院
健
診
は
、10
月
31
日
︵
土
︶

ま
で
で
す
。

　

病
院
健
診
は
、
混
雑
を
し
な

い
よ
う
地
区
を
分
け
て
通
知
し

て
い
ま
す
。
通
知
の
中
の
健
診

期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
10
月

31
日
（
土
）
ま
で
は
お
手
持
ち

の
受
診
券
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

病
院
健
診
を
希
望
す
る
人

は
、
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

受
診
す
る
際
は
、
必
ず
病
院

へ
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

集
団
健
診
は
、12
月
８
日
︵
火
︶

ま
で
で
す
。

　

集
団
健
診
は
、
指
定
さ
れ
た

日
程
以
外
で
も
、
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
指
定
さ
れ
た

日
程
で
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

他
の
日
程
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
券

は
、
病
院
健
診
で
も
集
団
健
診

で
も
同
じ
で
す
。
ど
ち
ら
か
一

方
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

は
、
特
定
健
康
診
査
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
保
険
課

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
２

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
で
、

特
定
健
康
診
査
を
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
自
分
の
健
康
管
理
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

年
１
回
の
受
診
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
健

診
期
間
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

メタボの滝

健康の湖

あなたの健康のレベルを確認しましょう

　メタボリックシンドロームは、自覚症状に乏しく日常生活に支障はなくても、不
健康な生活習慣を続けていると段階的に進行していきます。症状の悪化を防ぐには、
できるだけ早い段階で生活習慣を改善することが大切です。
　年に 1 回は特定健康診査を受診して、早めの対策を行いましょう。

　

県
内
で
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
発
生

し
て
い
る
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
新
学
期
が
始
ま
り
感
染
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
感
染
予
防
・
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】
市
健
康
増
進
課　

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

 ≪備蓄リスト≫
　●新型インフルエンザ対策の物品
　　○市販のマスク（１人あたり２０～２５枚程度）　　○ゴム手袋（使い捨て）
　　○水枕、氷枕　　○消毒用アルコール、家庭用漂白剤（消毒用）
　●食糧（長期保存できるもの）
　　○ 米、切り餅、麺類（そうめん、そば、スパゲッティー等の乾麺）、インスタント麺類、

レトルト食品、冷凍食品、缶詰、お菓子、水など
　●常備品
　　○常備薬（持病の処方薬、胃薬、痛み止めなど）　○絆創膏、ガーゼ、包帯
　●日用品
　　○ トイレットペーパー、ティッシュペーパー、キッチン用ラップ、アルミホイル、洗剤、

石けん、ビニール袋、生理用品、おむつ、カセットコンロとボンベ、懐中電灯、
乾電池、ラジオなど

　
　
　
　
　
　

  　

　
か
条

1010

シ
リ
ー
ズ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
① 

〜
う
つ
さ
ず
、
う
つ
ら
ず
、
そ
し
て
早
め
早
め
の
受
診
〜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
等
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

  　

　
か
条
を
励
行
し
ま
し
ょ
う

1011

〈感染の予防〉
①　 手洗い、うがいを励行しましょう。特に、手洗いは、石けんを使って、ていねいに行
いましょう。

②　日常生活において、清潔でない手で顔に触らないようにしましょう。
③　流行したら、なるべく外出は控え、人混みを避けましょう。
　　人混みではマスクを着用しましょう。
④　 規則正しい生活やバランスの取れた食生活などで、体力や抵抗力
を維持しましょう。（睡眠・休養・栄養を十分に）

〈咳エチケットで飛沫の拡散防止〉
⑤　咳やくしゃみが出るときは、マスクを着用しましょう。
　　 できるだけ人から１～２ｍ以上離れたり、人のいない方に顔を向け
ましょう。

〈受診のしかた〉
⑥　発熱やせき等があったら早めにかかりつけ医に相談しましょう。
⑦　 受診する場合、直接受診せず、かかりつけ医に電話をして、受診の
しかたを聞いてください。（受診の際は必ずマスクを着用）

※ かかりつけ医がいない人は、鹿屋保健所の発熱相談センターに受診先などを問い合わせ
てください。　（鹿屋保健所：☎0994－43－3107　℻0994－41－1957）
⑧　 インフルエンザにかかると重症化する危険性が高いとされる人は、事前に受診のしか
たやインフルエンザの持病への影響などについて、かかりつけ医に
相談しておきましょう。

※事前相談が必要と思われる人
　・ 妊婦、乳幼児、高齢者
　・呼吸器、心臓、腎臓などに病気をもっている人
　・その他、免疫機能低下が懸念される病気をもっている人

〈自宅療養のしかた〉
⑨　 医師の指示に従うとともに、外出すると他の人にうつしてしまうので、できるだけ外
出を控えましょう。

⑩　熱が下がっても、その日から少なくとも２日経過するまで、自宅で過ごしましょう。

〈食糧や日用品などを備蓄しましょう〉
　新型インフルエンザの感染が拡がっていくと、マスクなどの需要が集中し、思うように
手に入らないおそれもあります。最低２週間程度の食糧や日用品を備蓄しておきましょう。
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シリーズ  地球温暖化対策❷  
　

先
月
号
か
ら
掲
載
し
て
い
る
地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
の
第
２

弾
。
今
回
は
、﹁
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
﹂
に
つ
い
て
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
家
庭
で
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
り
良
い
地
球
環
境
を
次
代
に
残
せ
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

の

を
食
べ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
そ
う
!

1�

地
元

　

家
庭
内
で
温
室
効
果
ガ
ス

を
減
ら
す
取
組
に
は
、
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
を
28
度
に

し
た
り
、
風
呂
の
残
り
湯
を

洗
濯
水
に
利
用
す
る
以
外
に
、

毎
日
の
健
康
維
持
の
た
め
に

摂
取
し
て
い
る
食
材
で
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言

葉
で
す
が
、
食
卓
や
お
店
等

に
並
ん
で
い
る
食
材
が
ど
こ

か
ら
ど
れ
だ
け
運
ば
れ
て
き

た
か
を
示
す
「
フ
ー
ド
・
マ
イ

レ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
を
、
皆

さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
生
産
地
と
消
費
地

の
距
離
が
遠
け
れ
ば
遠
い
ほ

ど
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消

費
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

温
室
効
果
ガ
ス
も
排
出
し
て

い
る
の
で
す
。

　

表
①
の
と
お
り
、
日
本
は
他

の
国
よ
り
も
１
人
当
た
り
の

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
の
数
値

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
食
料
自
給
率
の
低
さ

も
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
数
値

を
少
し
で
も
減
ら
し
、
自
給
率

を
上
げ
る
家
庭
内
で
の
取
組
の

一
つ
に
「
地
産
地
消
」
が
あ
り

ま
す
。

　

地
元
で
取
れ
た
物
を
地
元
で

消
費
す
る
こ
と
は
、
フ
ー
ド
・

マ
イ
レ
ー
ジ
の
数
値
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
生
産
地
と
消
費

地
の
距
離
が
近
い
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
も
少
な
く
て
す
み

ま
す
。
ま
た
、
旬
の
新
鮮
な
物

が
食
べ
ら
れ
、
生
産
者
の
顔
も

見
え
、
食
材
の
安
全
・
安
心
と

い
う
納
得
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
継
続
し

た
取
組
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、

地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
地
球

へ
の
環
境
負
荷
を
軽
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
活
環
境
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
５

各国１人あたり
フード・マイレージの
輸入相手国別比較

（t・㎞/人）
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出典）農林水産政策研究第５号「食料の総輸
　　 入量・距離（フード・マイレージ）とそ
　　  の環境に及ぼす負荷に関する考察」
　　　　　　　　　　　　　　  中田哲也

出典：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト
（http://www.jccca.org/）

【フード・マイレージ計算方法】

フード・マイレージ（t・km）＝〈輸入相手国別の食料輸

入量（t）〉×〈輸出国から日本までの輸送距離（km）〉 

※輸送距離＝各国の首都と東京をつないだ直線距離 

表①

　　　　は、グラフにない他の国からの１人あたりのフー
ド・マイレージを足し合わせたものです。
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ま  ち  の  話  題
Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　８月15日、今坂町の小塚公園で
「終戦記念日の集い」が行われま
した。
　これは、戦争の歴史を次代に語
り継いでいくことを目的に「鹿屋
航空基地資料館連絡協議会」が毎
年行っているもので、今年で14回
目。集いには、旧海軍関係者や市
民など約30人が参列し、全国一斉
の黙とうに合わせて戦没者の御霊
の冥福と恒久平和を願いました。

　８月25日・26日の２日間、龍郷町と奄美市で、創作ミュージカル「ヒ
メとヒコ～ある王の物語～」が上演されました。
　奄美大島と大隅を舞台にした同ミュージカルは、高校生が出演する
創作ミュージカルで、昨年初めて上演。今年の上演も大好評となり、今
回、もう一つの舞台である奄美大島での上演がついに実現しました。
　この公演は、鹿屋公演の出演者に加えて奄美大島の高校生も出演。
地元高校生の歌と踊りが加わって、鹿屋公演よりもさらにパワーアップ
した感動の舞台となりました。また、各公演のフィナーレでは、出演者
全員が「大隅大好き、奄美大好き」と声を合わせて叫ぶなど、多くの人
に感動を与えました。入場者数は、２回公演合わせて1,300人を越え、
大反響の公演となりました。

鹿屋 終戦記念日に
恒久平和を願う

創作ミュージカル「ヒメとヒコ～ある王の物語～」
奄美公演でも大反響

　７月24日・８月５日・６日の３日間、大隅青少年
自然の家で「文化財ウォッチング」が開催されまし
た。
　これは、古代の生活を感じ、文化財に対する理解と
愛護精神を育んでもらおうと毎年行われているもので、
市内の小学生27人が参加。１日目は粘土を使って土器
を作り、２日目は勾玉作りや製作した土器の野焼きなど
を行ったほか、遺跡の発掘などを体験。最終日には、野
焼きした土器を取り出しました。完成した土器を手に
取った児童たちは「貴重な体験ができて嬉しかった」
「来年も参加したい」などと感想を話してくれました。

古代人の足跡を振り返る

　８月10日に吾平地区、17日に鹿屋地区、24日に串
良地区、26日に輝北地区で、郷土の貴重な文化財を
見学する「文化財探検隊」が行われました。
　これは、市内の小学校５・６年生を対象に、文化
財への理解と愛護精神を育んでもらおうと行われた
もので、４日間で計60人が参加。
　当日は、田の神像や石塔などそれぞれの地域の貴
重な文化財を見学し、参加した児童は「自分の住ん
でいる地域にいろいろな文化財があることをはじめ
て知った。自分の近所も探検して見つけてみたい」
と話してくれました。

ふるさとの文化財を探検

材
食

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　８月11日、輝北コミュニティセン
ターで「子ども会インリーダー研
修」が開催されました。これは、輝
北地区の小学校６年生を対象に、子
ども会のリーダーとして活躍しても
らうことを目的に行ったもので、12
人が参加。子どもたちは、３班に分
かれてＫＹＴ研修（危険予知トレー
ニング）やグループ討議を行うな
ど、真剣な眼差しで研修に取り組ん
でいました。

　７月下旬から８月上旬にかけて、
吾平町の4.1haの水田で、初めて焼
酎麹用米の収穫が行われました。
　吾平地域では、地産地消の推進
と水田の有効活用を目的に、集落
営農組織内の４戸の農家の協力を
得て、加工用米の作付に取り組ん
でいます。収穫された米は、地元
の焼酎製造会社に18.7ｔが納入さ
れ、この米を使った焼酎が来年1月
ごろ販売される予定です。

　８月１日、南町の水田約15アー
ルで、大豆の植え付け作業が行
われました。これは、遊休農地の
解消（水

み
土
ど
里
り
サークル事業）や子

どもたちへの食育等を目的に行わ
れたもので、南小学校の児童や地
域住民など約50人が参加。植え
付け作業のあとは、大豆の基礎知
識などについての話もあり、参加
者は「11月の収穫が待ち遠しい」
と楽しそうに話していました。

　８月８日・９日の２日間、輝北運動場と百引中第二グ
ラウンドで「第53回大隅地区中学新人野球大会」が開
催されました。
　この大会は、青少年の健全育成と技術向上を図るこ
とを目的に昭和32年から開催されている伝統ある大会
で、今年は市内外から16チームが参加。強い日差しと
猛暑の中、選手たちはチームの勝利のために一生懸命
プレーし、熱戦を繰り広げました。結果は次のとおり。
優　勝＝吾平中学校
準優勝＝鹿屋中学校
３　位＝第一鹿屋中学校・百引中学校

　８月12日、吾平振興会館で、
「吾平地域安全パトロール隊装備
品贈呈式」が行われました。
　これは、同隊の活動が評価さ
れ、警察庁が実施する「地域安全
安心ステーション推進事業」の指
定を受けたことに伴い、防犯パト
ロール用品が贈られたもの。隊員
たちは「今後も市民が安心して暮
らせるようにパトロール活動に尽
力します」と誓っていました。

吾平 焼酎麹用米で
水田の有効活用を推進

鹿屋 子どもたちが
大豆の植え付け作業

大隅地区中学新人野球大会を開催
吾平安全パトロール隊へ

装備品を贈呈

輝北輝北地区で子ども会
インリーダー研修が開催

ま  ち  の  話  題

　８月15日、今坂町の小塚公園で
「終戦記念日の集い」が行われまし
た。
　これは、戦争の歴史を次代に語
り継いでいくことを目的に「鹿屋
航空基地資料館連絡協議会」が毎
年行っているもので今年で 14回
目。集いには、旧海軍関係者や市
民など約 30 人が参列し、全国一
斉の黙とうに合わせて戦没者の御
霊の冥福と恒久平和を願いました。

　８月25日と26日の２日間、龍郷町と奄美市で、創作ミュージカル「ヒ
メとヒコ～ある王の物語～」が上演されました。
　奄美大島と大隅を舞台にした同ミュージカル」は、高校生が出演す
る創作ミュージカルで、昨年初めて上演。今年の上演も大好評となり、
今回、もう一つの舞台である奄美大島での上演がついに実現しました。
　この公演は、奄美市、龍郷町、鹿屋市などが共催して開催され、鹿
屋公演の出演者に加えて奄美大島の高校生も出演。地元高校生の歌と
踊りが加わって、鹿屋公演よりもさらにパワーアップした感動の舞台
となりました。また、奄美市で行われた 26 日の最終日には、立ち見
が出るほど観客が訪れ、多くの人に感動を与えました。入場者数は、
２回公演合わせて○○○○○人を越え、大反響の公演となりました。

鹿屋 終戦記念日に
恒久平和を願う

創作ミュージカル「ヒメとヒコ～ある王の物語～」
奄美公演でも大反響

　７月 24 日・８月５日・６日の３日間、「文化財
ウォッチング」が開催されました。
　これは、古代の生活を感じ、文化財に対する理解
と愛護精神を育んでもらおうと毎年行われているも
ので、市内の小学生 27 人が参加。１日目は粘土を
使って土器を作り、２日目は勾玉作りや製作した土
器の野焼きなどを行ったほか、遺跡の発掘体験や文
化財巡りなどを体験。最終日には、野焼きした土器
を取り出しました。土器を受け取った児童たちは「３
日間貴重な体験ができて嬉しかった」「来年も、ぜ
ひ参加したい」などと感想を話してくれました。

古代人の足跡を振り返る

　８月 10 日に吾平地区、17 日に鹿屋地区、24 日に
串良地区、26 日に輝北地区で、郷土の貴重な文化
財を見学する「文化財探検隊」が行われました。
　これは、市内の小学校５・６年生を対象に、文化
財への理解と愛護精神を育んでもらおうと行われた
もので、４日間で計○○人が参加。
　当日は、田の神像や石塔などそれぞれの地域の貴
重な文化財を見学し、参加した児童は「自分の住ん
でいる地域にいろいろな文化財があることをはじめ
て知った。自分の近所も探検して見つけてみたい」
と話してくれました。

ふるさとの文化財を探検

　８月 20日、交通安全啓発全国
キャラバン隊が鹿屋市を訪れ、メッ
セージ伝達式が行われました。
　同隊は、「みんなですすめよう交
通安全」をスローガンに、交通安
全の啓発を行いながら全国各地を
巡回します。当日は、市役所前駐
車場で内閣府特命担当大臣からの
メッセージを鹿屋市長へ伝達。市
長の激励を受けた同隊は、次の目
的地へ向けて出発しました。

　８月５日、市役所前駐車場で、「安全・安心パトロール隊」の発足式と
出発式が行われました。
　同パトロール隊は、市防犯協会が県の「ふるさと雇用再生特別基金事
業補助金」を活用し、隊員７人を雇用して発足したもので、県内では初め
ての試み。
　出発式では、パトロール隊の鈴木信二隊長が「市民から信頼されるパ
トロール隊として地域の安全を守るために努力します」と誓いの言葉を述
べたあと、青パト３台に乗り込み、白バイの先導で市内を巡回しました。
　パトロール隊の主な活動は、金融機関等のＡＴＭ設置箇所での振り込
め詐欺防止や大型店舗等での自転車盗難防止、通学路での児童生徒へ声
かけ事案の防止のためのチラシ配布等を行い、市民の安全を守ります。

「安全・安心パトロール隊」が発足
～犯罪防止のため求職者雇用、県内初～

　８月17日、市内各地をめぐる「夏休み農業体験ツ
アー」が開催されました。
　これは、海外での農業研修の参加者で組織する雄
飛会と市が、子どもたちに、より農業への関心を
持ってもらおうと、夏休みを利用して開催したも
の。当日は、市内の小学生28人が参加して、子牛の
セリ市や牛乳の製造過程の見学、笠野原台地の農業
の歴史や畑かん農業について学んだほか、イモ堀り
体験も行いました。参加した小学生は、農業を肌で
感じるとともに、農業の大変さや楽しさを知る一日
となりました。

　８月６日・７日の２日間、垂水市大野地区で、串
良地域子ども会の小学校２年生から中学校１年生ま
での子どもたち25人が「串良川源流探検」を行いま
した。これは、地域を流れる串良川の源流を確かめ
ることで水の大切さを再認識するとともに、子ども
たちの交流を図ろうと行われたもの。
　一日目はキャンプを行い、二日目に探検を開始。
足場の悪い沢を助け合いながら手を取り合って登り
きり、ようやく源流まで辿り着きました。
　参加した子どもたちは「川の始まりが見られて良
かった」と楽しそうに話していました。

交通事故撲滅
を目指して

鹿屋串良
小学生が農業を体験串良川源流を探検

優勝した吾平中学校

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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「
第　

回
青
少
年
い
き
い

き
文
化
祭
」
の
出
演
者
を

募
集

　

市
で
は
、
青
少
年
の
心
豊
か

な
感
性
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
「
第
15
回
青
少
年

い
き
い
き
文
化
祭
」
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
＝
11
月
23
日（
月
）

13
時
～
16
時

●
会
場
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

ホ
ー
ル

●
参
加
料
＝
無
料

●
応
募
資
格
＝
幼
児
・
小
中
学

生
・
高
校
生
等
18
歳
以
下
の

個
人
又
は
団
体

●
実
施
部
門
＝
音
楽
（
楽
器
・

声
楽
・
弾
き
語
り
の
生
演
奏

等
）舞
踊
、バ
レ
エ
、ダ
ン
ス
、

民
謡
、
演
芸
（
落
語
・
漫
才
）

な
ど

●
応
募
基
準

①
出
演
時
間
は
、
10
分
以
内
と

し
、出
演
に
関
す
る
経
費
は
、

参
加
者
の
負
担
と
す
る
。

②
応
募
多
数
の
場
合
は
、
ジ
ャ

ン
ル
・
学
年
を
考
慮
の
う
え

抽
選
と
す
る
。

③
主
役
は
青
少
年
に
限
る
。

※
伴
奏
は
大
人
で
も
可

募
集
・
申
請

情報掲示板

日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2009 10月

④
ピ
ア
ノ
部
門
は
小
学
生
以
上

と
し
、
県
大
会
以
上
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
者
と
す

る
。

●
応
募
方
法
＝
直
接
来
庁
又
は

電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
９
日（
金
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
文
化
課
︵
６
階
︶

　

☎
０
９
９
４─

31─

１
１
６
７

ヨ
ガ
教
室
の
参
加
者
を
募

集●
期
日
＝
９
月
29
日
（
火
）
～

11
月
24
日
（
火
）
ま
で
の
毎

週
火
曜
日

※
祝
日
を
除
く

※
全
８
回
講
座

●
時
間
＝
19
時
～
20
時
30
分

●
場
所
＝
市
武
道
館

●
対
象
者
＝
学
生
を
除
く
18
歳

以
上
の
人

※ 

ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
が
必
要
で

す
。

●
参
加
費
＝
２
，
０
０
０
円

●
準
備
す
る
も
の
＝
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
応
募
方
法
＝
参
加
費
を
直
接

持
参
し
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

●
応
募
期
限
＝
９
月
28
日（
月
）

15

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
の
や
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
０
９
９
４─

41─

９
９
０
３

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

　

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は

10
月
７
日
（
水
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
必
ず
期
限

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
で
の
申
請
を
希
望
す
る

人
は
、
市
役
所
７
階
定
額
給
付

金
支
給
推
進
室
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
９
時
か
ら
17
時
ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
で
の
申
請
を
希

望
す
る
人
は
、
各
世
帯
に
お
送

り
し
た
申
請
書
に
同
封
し
て
い

る
返
信
用
封
筒
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

 

市
定
額
給
付
金
支
給
推
進
室

　

☎
０
９
９
４─

43─

２
１
１
１

　

内
線
３
７
０
６

８月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 133 290,459 873,000 138,000 260
去勢 164 367,494 536,000 71,000 299

吾平地区
めす 42 339,167 674,000 178,000 269
去勢 46 396,804 552,000 222,000 302

串良地区
めす 144 294,431 799,000 38,000 256
去勢 154 384,162 555,000 163,000 289

輝北地区
めす 52 324,019 562,000 99,000 264
去勢 73 428,781 595,000 302,000 303

日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

2009 9月 Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。 ま  ち  の  話  題

　８月１日、天神町の菅原神社境
内で「天神町夏祭り」が開催され、
「天神町かまん手踊り」が奉納され
ました。
　この踊りは、五穀豊じょう・家内
安全を祈念して約300年前から行わ
れている伝統芸能で、当日は保存会
の８人が踊りを披露。見物客は、唄
や力強い掛け声に合わせて「カチカ
チ」とカマとナタを打ち合う勇壮な
舞に魅了されていました。

　フクロウ科の渡
り鳥「アオバズク」
が、串良総合支所
前のクロガネモチの
木に、７年連続で飛
来しました。
　アオバズクの全
長は約30cmで、翼
を広げると70cm程
度になり、茶色い頭
と、かわいらしい丸
い目が特徴です。樹
洞に巣を作り、1回に２～５個を産卵。抱卵はメスだけが行い、オス
は見張りをするとともにメスにエサを運びます。
　アオバズクは、通常25日程度抱卵し、その後ヒナが生まれますが、
昨年は、台風の影響かヒナの巣立ちを確認できませんでした。今年
は５月下旬に２羽が飛来し、７月下旬にはヒナが仲良く肩を並べ寄り
添っている姿を確認できました。ヒナは巣立ち後、徐々に周辺林へ移
動し、冬季になると東南アジアへ南下し越冬します。

鹿屋天神町かまん手踊りが
奉納

　８月21日、輝北体育館で「輝北地
区校区公民館対抗親睦ミニバレー
ボール大会」が開催されました。
　これは、地区住民の交流などを目
的に各校区公民館対抗で毎年行っ
ているもの。当日は、各校区の大会
を勝ち上がってきた４町内会が校
区代表として参加。勝利を目指して
熱戦を繰り広げました。優勝チーム
は次のとおり。
優　勝＝竹下町内会（平南校区）

　９月１日から７日まで、吾平地区
内で「ひと声添えたあいさつ運動」
が行われました。
　これは、交通安全指導も含めて、
子どもたちへのあいさつにひと声添
えて、心の交流を図ろうと行われて
いるもの。各校区の推進員などが
登校する子どもたちに「気をつけて
ね」などと、ひと声添えたあいさつ
をすると、夏休み明けの子どもたち
は元気に返事をしていました。

　８月21日、市内のホテルで農商
工連携「講演会」及び「異業種交
流会」が行われました。
　これは、農商工が連携して新
たなビジネスチャンスを創出する
機会をつくろうと開催されたもの
で、市内企業などから114人が参
加。交流会では、今後の事業化や
新たな連携、販路拡大・開拓の可
能性などを意見交換し、異業種間
で交流を深めました。

吾平
あいさつにひと声添えて

鹿屋
異業種間で交流を深める

串良
アオバズク３羽のヒナが巣立ちました

輝北
ミニバレーボールで熱戦

親鳥（左）と３羽のヒナ鳥
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バ
ス
停
留
所
「
下
名
小
前
」

を
新
設
し
ま
す

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
通
院

や
買
物
な
ど
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、10
月
１
日
（
木
）

か
ら
、
下
名
小
学
校
の
前
に
停

留
所
を
新
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
停
留
所
名
＝
下
名
小
前

●
場
所
＝
下
名
小
学
校
西
側
の

信
号
機
付
近

●
新
設
日
＝
10
月
１
日
（
木
）

●
時
刻
表

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

市
企
画
調
整
課
︵
３
階
︶

　

☎
０
９
９
４─

31─

１
１
２
５

緑
地
管
理
・
剪
定
講
習
会

の
参
加
者
を
募
集

●
期
間
＝
10
月
14
日
（
水
）
～

27
日
（
火
）

※
土･

日
を
除
く

●
時
間
＝
10
時
～
15
時
30
分

●
場
所
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

●
対
象
者
＝
60
歳
代
前
半
層
を

中
心
と
す
る
就
職
意
思
の
あ

る
高
齢
者

●
受
講
料
＝
無
料

●
内
容
＝
樹
木
の
剪
定
や
四
つ

目
垣
製
作
等
の
基
本
的
な
技

能
を
習
得

●
応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

持
参
、
送
付
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
市
高
齢
福
祉

課
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
５
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

 

〒
８
９
３─

０
０
０
６

　

鹿
屋
市
向
江
町
29─

１

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４─

40─

３
３
８
２

　
　

０
９
９
４─

43─

２
９
１
０

お
知
ら
せ

主なバス停 鹿屋行き 永野牧行き
① ② ① ②

永野牧 ８:11 13:18 13:17 15:50
吾平 ８:32 13:39 12:56 15:29
下名小前 ８:38 13:45 12:50 15:23
市役所前 ８:56 14:03 12:32 15:05
鹿屋　 ９:01 14:08 12:27 15:00

※日曜・祝日は運休

FAX

大
　隅
　　湖
日　時　10月11日（日）※雨天順延
場　所　大隅湖特設会場、市民族館、カピックセンター
日　程　　6:00～　ブラックバス釣り大会
　　　　10:00～　アームレスリング大会、ミュージックバトル、Bike Show
　　　　15:00～　あじさい植樹祭
　　　　17:00～　水辺のステージ
　　　　19:30～　花火＆レーザー光線ショー
【問い合わせ】
　大隅湖レイクサイドフェスティバル事務局（市高隈出張所内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0994-45-2001

関連イベントも開催します

　10月11日（日）※雨天順延

レイクサイド
　フェスティバル

日時　10 月 11 日（日）14:00 ～ 17:00
場所　市民族館とその周辺、カピックセンター
内容　アジアの遊びに挑戦・アジアの食文化紹介コーナー
　　　アジアの国々の民族衣装を着てみよう・アジアの音楽紹介
　　　ワールドバザール・世界の「水」飲みくらべ・ヨーヨーつり

【問い合わせ】
　市国際交流協会（市民活動推進課内）   ☎ 0994-43-2111   内線 3594

かのやアジアンフェスティバル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0994-45-2001

情報掲示板

農
商
工
連
携
推
進
研
修

「
売
れ
る
農
産
品
の
実
践

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
受
講

生
を
募
集

●
日
時
＝
10
月
15
日
（
木
）・

16
日
（
金
）
９
時
30
分
～
16

時
40
分

●
場
所
＝
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー

●
対
象
者
＝
食
と
農
に
関
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
人

●
内
容
＝
農
・
商
・
工
の
連
携

に
よ
る
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
農
産
品
・
農
産
加
工
特

産
品
の
開
発
と
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

講
師
＝
鳥
巣 
研
二 

氏
（
㈱

キ
ー
ス
タ
ッ
フ 
代
表
取
締

役
）

　

加
藤 

哲
也 

氏
（
㈱
キ
ー
ス

タ
ッ
フ 

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

●
受
講
料
＝
２
１
，
０
０
０
円

※
市
の
研
修
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
定
員
＝
20
人

●
応
募
期
限
＝
10
月
８
日（
木
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

　

☎
０
９
６
６─

23─

６
８
０
６

平
成　

年
度
後
期
技
能
検

定
︵
国
家
検
定
︶
受
験
者

を
募
集

●
実
施
職
種
＝
機
械
検
査
、
配

管
、機
械
保
全
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
施
工
な
ど
33
職
種

●
実
施
等
級
＝
特
級
、
１
級
、

　

２
級
、
３
級
、
単
一
等
級

●
試
験
日

○
実
技
試
験
＝
11
月
30
日（
月
）

～
平
成
22
年
２
月
21
日（
日
）

ま
で
の
期
間
で
職
種
ご
と
に

定
め
る
日

○
学
科
試
験
＝
平
成
22
年
１
月

24
日
（
日
）・
31
日
（
日
）、

　

２
月
３
日
（
水
）・
７
日
（
日
）

の
う
ち
職
種
ご
と
に
定
め
る

日
●
応
募
期
間
＝
９
月
28
日（
月
）

～
10
月
９
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
合
格
発
表
＝
平
成
22
年
３
月

16
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９─

２
２
６─

３
２
４
０

●日時＝ 11 月１日（日）９時 30 分スタート※雨天決行
　　　　受付：７時 30 分～　開会式：９時～　
　　　　お楽しみ抽選会：13 時 00 分～
●会場＝霧島ヶ丘公園周辺
●コース
○チャレンジ 11 ㎞コース＝霧島ヶ丘公園→サンロード→　　
　　　　　　　　　　　　　浜田海岸→横尾岳入口→
　　　　　　　　　　　　　霧島ヶ丘公園ゴール
○ファミリー５㎞コース　＝霧島ヶ丘公園周辺特設コース
●対象者＝どなたでも参加できます。
●参加料
　かのや健康・スポーツクラブ会員＝ 500 円
　一般＝ 1,000 円（保険料含む）

●応募方法＝ 申込書に必要事項を記入のうえ、平日
９時～ 17 時までに参加料を直接持参
してご応募ください。

　※申込書設置場所は、お問い合わせください。
　※ 申込書は、かのや健康・スポーツクラブホーム

ページからもダウンロードできます。
●応募期限＝ 10 月 26 日（月）

【問い合わせ・応募先】　NPO 法人かのや健康・スポーツクラブ事務局（リナシティかのや３階）☎ 0994-41-9903

「ばら」と「海」第７回サンロードウォーク in かのや参加者を募集

日　時　11 月７日（土）14 時開演
入場料　一　　　般＝ 2,000 円
　　　　高校生以下＝ 1,000 円

　本格的なクラシックからアニメ・童謡まで、動物たちが奏でる不思
議な世界へようこそ !!

鹿屋市自主文化事業
親子のためのクラシックコンサート

【問い合わせ】　市文化会館指定管理者　㈱ MBC サンステージ　☎ 0994-44-5115

　どなたでも気軽に参加できるウォーキング大会の参加
者を募集します。さわやかな秋空のもと、大自然の中を
散策しながら、身体も心もリフレッシュしてみませんか。

21
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公
証
役
場
を
ご
存
じ
で
す

か　
　

公
証
制
度
と
は
、
金
銭
貸
借

な
ど
の
大
切
な
契
約
書
や
遺
言

書
な
ど
に
つ
い
て
、
公
証
人
が

作
成
す
る
公
正
証
書
に
よ
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
を
図
る
制
度

で
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
強
い
証
拠

力
と
裁
判
を
経
な
い
で
強
制
執

行
で
き
る
執
行
力
が
あ
り
ま

す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
公
証

役
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

遺
産
を
め
ぐ
る
骨
肉
の
争
い

を
防
ぐ
た
め
に
、
遺
言
を
し

て
お
き
た
い
と
き

○ 

金
銭
消
費
貸
借
、借
地
借
家
、

債
務
弁
済
、
売
買
、
任
意
後

見
、
養
育
費
等
の
大
切
な
契

約
を
公
正
証
書
で
作
成
す
る

と
き

○ 

私
署
証
書
の
認
証
、
外
国
文

認
証
、
宣
誓
認
証
、
定
款
認

証
、
確
定
日
付
の
付
与
な
ど

無
料
相
談

　

10
月
１
日（
木
）～
７
日（
水
）

の
公
証
週
間
に
伴
い
、
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
10
月
３
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

●
場
所
＝
鹿
屋
公
証
役
場

鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
創
立

１
０
０
周
年
記
念
市
民
公

開
講
座

● 

日
時
＝
10
月
４
日
（
日
）　

10
時
～
16
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

ホ
ー
ル
・
情
報
研
修
室

●
入
場
料
＝
無
料

●
内
容

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

○
お
薬
・
薬
物
乱
用
・
禁
煙
相

談
○
鹿
屋
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
演

奏
○
講
演

　

演
題
＝
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
つ
い
て

　

講
師
＝
宇
田 

英
典 

氏

　
（
鹿
屋
保
健
所
長
）

　

演
題
＝
わ
ら
い
の
世
界
、
裏

か
ら
見
れ
ば

　

講
師
＝
桂 

竹
丸 

氏

　
（
落
語
家
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

市
薬
剤
師
会

　

☎
０
９
９
４─
44─
７
７
０
１

【問い合わせ】　市福祉政策課（1 階⑲番窓口）　☎ 0994 - 43 - 2111　内線 3132

情報掲示板

り
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
期
間
＝
９
月
30
日
（
水
）
～

10
月
８
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

市
立
図
書
館

　

☎
０
９
９
４─

43─

９
３
８
０

結
核
予
防
週
間

　

９
月
24
日
（
木
）
か
ら
30
日

（
水
）
は
「
結
核
予
防
週
間
」

で
す
。

　

全
国
で
、
年
間
約
２
万
５
千

人
の
新
規
結
核
患
者
が
発
生

し
、
約
２
千
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
の
症
状
が
で
た
ら
結
核
を

疑
い
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

○
せ
き
が
２
週
間
以
上
お
さ
ま

ら
な
い
。

○
微
熱
が
続
く
。

○
た
ん
が
続
い
た
り
、
血
た
ん

が
で
る
。

　

ま
た
、
市
や
職
場
で
行
う
検

生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う

　
「
生
活
機
能
」
と
は
、
心
や

体
の
動
き
（
心
身
機
能
）
だ
け

で
な
く
、
家
庭
や
社
会
で
の
活

動
も
含
め
て
日
常
生
活
を
送
る

た
め
に
必
要
な
機
能
の
こ
と

で
、
こ
の
機
能
が
低
下
し
て
い

な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が

「
生
活
機
能
評
価
」
で
す
。

　

生
活
機
能
評
価
は
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
人
な
ら
特
定
健
康
診
査
又

は
長
寿
健
診
と
同
時
に
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
期
を
い
つ
ま
で
も
健
や

か
に
過
ご
す
た
め
、
生
活
機
能

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
介
護
予
防
に

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

１
年
に
１
度
は
生
活
機
能
評
価

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　
︵
１
階
⑧
番
窓
口
︶

　

☎
０
９
９
４─

43─

２
１
１
１

　

内
線
３
７
５
０

市
立
図
書
館
の
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

　

市
立
図
書
館
は
、蔵
書
点
検
、

館
内
整
理
の
た
め
、
次
の
と
お

　市では、いつまでも健康に過ごすことを目的に、「鹿屋市保健福祉フェスタ」を開催します。世代を問わず、
楽しむことができるイベントを用意しています。ぜひ、ご来場ください。

●内　容
　○市長表彰
　○社会福祉協議会会長表彰
　○福祉作文表彰・発表
　○高齢者歯科コンテスト表彰
　○市民団体演芸発表
　○一龍斎 貞花　講演会
　○島津 悦子　歌謡ショー
　○相談コーナー（福祉・介護等）　
　○ 福祉バザー、味覚バザー、展示コーナー

一龍斎 貞花 さん

●日　時　10 月 18 日（日）　10 時～　
　　　　　（開場９時 30 分）
●場　所 　市文化会館
●入場料　無料
※ 入場整理券を 10 月１日（木）から市

福祉政策課、市保健相談センター、各
総合支所、出張所、サービスコーナー、
市社会福祉協議会で配布します。

島津 悦子 さん

第33回鹿屋市保健福祉フェスタ

診
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４─

41─

２
１
１
０

「
白は

く
ら
ん
さ
い

爛
祭
」
を
開
催

　

鹿
屋
看
護
専
門
学
校
で
は
、

学
校
祭
「
白
爛
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
日
時
＝
10
月
３
日
（
土
）　

10
時
～
15
時

●
場
所
＝
鹿
屋
看
護
専
門
学
校

●
参
加
費
＝
無
料

●
内
容
＝
健
康
第
一
コ
ー
ナ
ー
、

　

バ
ザ
ー
、
喫
茶
、
癒
し
の
部

屋
、
公
開
講
座
（
小
児
救
急

Ｓ
Ｏ
Ｓ
）、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
９

月
24
日（
木
）ま
で
に
、住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
状
況
に
よ
り
、
開
催
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
看
護
専
門
学
校

　

☎
０
９
９
４─

44─

６
３
６
０

　
　

０
９
９
４─

44─

６
３
０
０

FAX

　

 
映
画
﹁
ア
マ
ル
フ
ィ　

　

女
神
の
報
酬
﹂ 

●
上
映
期
間
＝
９
月
26
日（
土
）

～
10
月
16
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
２
５
分
）

　

①
10
時
～　

②
13
時
～

　

③
16
時
～　

④
19
時
～

※
９
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

は
②
③
④
の
み
の
上
映
で

す
。

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
時
間
、
鑑
賞
料
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

︵
株
︶
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４─

35─

１
０
０
１

公
演
﹁
残
る
桜
﹂
＆

　
　
　
　

講
演
会
﹁
散
る
桜
﹂

●
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
）　

14
時
～

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

ホ
ー
ル

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

劇
団
﹁
か
ん
な
﹂

　

☎
０
９
９
４─

43─

２
９
３
１

第
一
鹿
屋
中
学
校
吹
奏
楽
部
第

　

回
定
期
演
奏
会

●
日
時
＝
10
月
３
日
（
土
）　

14
時
～

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

第
一
鹿
屋
中
学
校

　

☎
０
９
９
４─

43─

２
９
２
０

鹿
屋
中
学
校
吹
奏
楽
部
第　

回

定
期
演
奏
会

●
日
時
＝
10
月
12
日
（
月
）　

13
時
30
分
～

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

鹿
屋
中
学
校

　

☎
０
９
９
４─

43─

７
０
６
８

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

12

46

※ 

平
日
は
、
い
つ
で
も
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

鹿
屋
公
証
役
場

　

☎
０
９
９
４─

41─

３
３
３
９

「
調
停
相
談
会
」
を
開
催

　

鹿
屋
裁
判
所
内
の
鹿
屋
調
停

協
会
で
は
、
調
停
委
員
に
よ
る

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
６
日
（
火
）　

10
時
～
15
時

●
場
所
＝
串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

●
内
容
＝
多
重
債
務
、
損
害
賠

償
、
土
地
建
物
の
賃
貸
、
金

銭
の
貸
借
、
家
族
の
問
題
、

相
続
の
問
題　

な
ど

●
相
談
員
＝
鹿
屋
裁
判
所
所
属

の
民
事
調
停
委
員
及
び
家
事

調
停
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

鹿
児
島
地
方
裁
判
所

　

鹿
屋
支
部
庶
務
課

　

☎
０
９
９
４─

43─

２
３
３
０

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

の
催
し

文
化
会
館
の
催
し

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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Information

９月・10 月の休日救急当番医

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３-０１１９
　（平日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
９月13日 はしき歯科医院 寿７丁目 40-4184

20日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015
21日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
22日 ひらおか歯科 新川町 41-3060
23日 平田歯科医院 古前城町 43-2476
27日 松下歯科 北田町 43-4182

10月４日 水口歯科医院 寿２丁目 43-4635
11日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
12日 四元歯科医院 西原１丁目 42-2687
18日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688

◇鹿屋市歯科医師会　診療時間　午前９時～午後３時

９月・10 月の歯科休日急患在宅医

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、
翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

◇肝属東部医師会　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

９月13日
高山胃腸科外科 肝付町前田 65-7171
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

20日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
田中医院 串良町岡崎 63-2045

27日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

10月４日
上園醫院 肝付町前田 65-0921
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

11日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
児玉医院 東串良町川東 63-8522

18日
小野医院 肝付町前田 65-2314
山路医院 東串良町池之原 63-2134

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時30分～午後６時
月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

９月13日
　 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
 　小林クリニック 上谷町 41-0700

20日
 　幸田内科 寿４丁目 43-5000
 　たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

21日
 　みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 　かのや東病院 笠之原町 42-3111

22日
 　吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 　村上整形外科医院 今坂町 41-2511

　23日
 　おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 　そえじまクリニック 旭原町 41-6800

27日
 　前田内科 本町 42-2175
 　はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

10月４日
 　鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
 　鮫島整形外科病院 寿１丁目 43-2535

11日
 　中原クリニック 横山町 48-2011
 　大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

12日
 　まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 　徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

18日
 　末次内科循環器科 新生町 43-2331
 　よしどめ整形外科 川西町 31-1700

��

…内科　　　 …外科内○ ○外

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平日） イベント等を案内
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になること
があります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

楠
の
実
が
熟
す
ま
で  

諸
田
玲
子
著

悪
党　
　
　
　
　
　
　

  

薬
丸
岳
著

こ
ろ
こ
ろ
ろ　
　
　
　

  

畠
中
恵
著

日
本
最
初
の
盲
導
犬  

葉
上
太
郎
著

伊
藤
ま
さ
こ
の
針
仕
事伊

藤
ま
さ
こ
著

ダ
ッ
シ
ュ
！　
　

  

五
十
嵐
貴
久
著

問
題
が
あ
り
ま
す　

  

佐
野
洋
子
著

い
と
し
の
犬
ハ
チい

も
と
よ
う
こ
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
吾
平

振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

１
Ｑ
84
（
１
・
２
）　   

村
上
春
樹
著

運
命
の
人
（
１
・
２
・
３
）山

崎
豊
子
著

読
め
そ
う
で
読
め
な
い
間
違
い
や

す
い
漢
字
２　
　
　

  

出
口
宗
和
著

へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

む
し
た
ち
の
う
ん
ど
う
か
い

得
田
之
久
作

う
ち
の
３
姉
妹  

松
本
ぷ
り
っ
つ
著

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図

書
室☎０

９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

彼
女
に
つ
い
てよ

し
も
と
ば
な
な
著

俺
だ
っ
て
子
供
だ
！宮

藤
官
九
郎
著

子
ど
も
が
じ
っ
と
耳
を
傾
け
る
魔

法
の
お
は
な
し 　

   

向
山
洋
一
著

女
の
子
が
幸
せ
に
な
る
子
育
て

漆
紫
穂
子
著

鹿
児
島
上
等
な
ラ
ン
チ

「
旅
ム
ッ
ク
」
編
集
部
著

王
さ
ま
と
九
人
の
き
ょ
う
だ
い

君
島
久
子
訳

串
良
公
民
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

な
ぜ
君
は
絶
望
と
闘
え
た
の
か

門
田
隆
将
著

ほ
う
き
星
（
上
・
下
）  

山
本
一
力
著

マ
マ
に
な
っ
て
も
着
た
い
服

月
居
良
子
著

年
金
分
割
の
こ
と
が
わ
か
る
本

中
村
敏
夫
著

恐
怖
　
都
市
伝
説　

平
川
陽
一
著

耳
か
き
の
す
き
な
王
さ
ま

小
薗
江
圭
子
作

の
ど
か
ら
あ
い
う
え
お  

斉
藤
洋
作

!!

新
刊
図
書
の
案
内

船舶免許取得へ !船舶免許取得へ! 学科会場：西原地区学習センター（予定）
実技会場：古江港

マリンスクール鹿屋海技 

実
技

学
科

2 0 t 未 満  
距離無制限

試験免除
※実技講習はありません。
朝 9：30  ～  夕 6：30

水上バイク
（特殊小型）免許

1級1級  へステップアップ（旧4級、2級を持っている方）

〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原 2-11-11 
TEL.0994-43-2853  FAX.0994-43-5987 
主催　JEIS 財団法人 日本船舶職員養成協会九州支部 

詳しくはお電話下さい 
TEL.43-2853 

詳しくはお電話下さい 
TEL.43-2853 

船舶免許更新・失効講習会 
　　　　　　　　　　会場：西原地区学習センター 

進級
コース 44,000円

74,600円

1級 148,200円
20t未満
距離 無制限

20t未満
距離 ５海里

学
科
学
科

実技 10/24㊏ か 25㊐ ※いずれかの日の４時間

124,700円2級
コース

コ ー ス

1級 2級コ
ー
ス

コ
ー
ス

代表　重信 良広 

1級・2級1級・2級 水上バイク
（特殊小型）
水上バイク
（特殊小型）

9/29㊋ お電話にて 
お申し込み 
ください。 

＊写真2枚 
 （パスポートサイズ） 
＊船舶免許 夕方6：30～ 

10/17㊏・18㊐

10/17㊏・18㊐

10/31㊏・11/１㊐ 学
科

31㊏・10/ 1㊐11/

10/24㊏・25㊐
10/24㊏か25㊐

夕6:00～

の日中　 2時間

朝 9:30～
　  夕 6:30
朝 9:30～
　  夕 6:30

朝 9:30～
　  夕 6:30

おかげさまで創業70年
続くことにはワケがある
ヒューマン印刷に徹して70年
確かな技術とサービスがあります

さらに、共に、どこまでも

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

鹿屋市白崎町 21番１号　TEL 0994-44-2190（代）  

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

大牟禮良行が造った蔵の看板商品です。
地元出身の杜氏が地元の人のために
造った、まさに本来の意味での地焼酎
といえるものです。このスタンダード
焼酎は芋の風味が豊かで、お湯割りで
毎晩飲める味わいを目指しました。「さ
つま大海」を飲んで地元・鹿屋の味わ
いを感じ取っていただけたら幸いです。

（株）ユアーホーム
入居者募集中 !!

☆ウィークリーマンションも好評です☆
㈱ユアーホーム 　鹿屋市西原 4 丁目 14 番 36 号 TEL:42-2121
ホームページアドレス：http://www.e-your-home.com

優良物件多数ございます。お気軽にお問い合わせ下さい !!

鹿屋市の
お部屋探しは
お任せ下さい!!

　
　

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



今月の表紙

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 21年 9月 11日発行　No.089
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒893-8501 鹿屋市共栄町20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.45

探
屋
鹿

訪

大園橋（祓川町）

広報かのや　
人口と世帯数

平成 21 年８月１日現在

対前月比
総　数 104,635 人　 （－ 14）

男 49,546 人　 （＋  ２）
女 55,089 人　 （－ 16）

世帯数 44,965 世帯 （－ 14）

面　積　448.33 ㎢

市の花「ばら」

　６月～７月にかけて、ウミ
ガメ４匹が、高須と浜田の両
海岸で産卵した計 379 個が
次々にふ化し、地元の子ども
たちが参加して、子ガメを海
に放流する「ウミガメ帰海観
察会」が行われました。
　８月 19 日、浜田海岸で行
われた観察会には、児童や保
護者など 90 人が参加。
　体長４㎝程の子ガメ 66 匹
は、子どもたちから「大きく
育ってここに帰ってきてね」
と声援を受けながら、小さな
手足を懸命に動かし、海に
帰っていきました。

櫛下　愛
ま な

弥
や

くん（5 歳）

　　　優
ゆ う

弥
や

くん（3 歳）    
串良町上小原

「元気でたくましく育ってね」

　

大
園
橋
は
明
治
37
年
5
月
に
完
成
し
、
通
称

「
め
が
ね
橋
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
63
年
10
月
４
日
に
市
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
長
30
ｍ
、

橋
の
幅
3.1
ｍ
、
高
さ
5
ｍ
、
橋
床
は
複
式
ア
ー

チ
型
（
め
が
ね
橋
）、
橋
脚
は
川
床
に
が
っ
ち

り
と
し
て
、
そ
の
姿
は
堅
牢
で
優
美
な
た
た
ず

ま
い
を
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
石
造
技
術
と
し

て
は
精
工
で
、
大
隅
地
方
に
唯
一
現
存
す
る
め

が
ね
橋
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
橋
で
す
。

　

そ
の
他
、石
橋
と
し
て
は
、有
川
橋
（
小
薄
町
）

や
大
花
橋
（
上
野
町
）、轟
橋
（
輝
北
町
上
百
引
）

な
ど
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
７

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」

　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～

 　　　　　　概ね16時５分～

 ●放 送 日＝毎週月曜日から

 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

祓川町

釘田　光
こう

稀
き

くん（5 か月）
西原 2 丁目

「元気いっぱい、もっともっと大きく
なぁ～れ !!」パパ・ママより

門田　心
こ は る

晴ちゃん（1 歳）
吾平町上名

「元気ですくすく育ってね。」（父母）

寺師　桃
もも

香
か

ちゃん（6 か月）
西原 4 丁目

「明るく元気いっぱいに育ってね♪」
パパとママより


